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研究成果の概要（和文）：本研究は、我が国で初めて一般住民における心臓周囲脂肪(Pericardial fat)の分布の実態
、関連要因および潜在性動脈硬化指標との関連を横断的・縦断的に検討したものである。Pericardial fatはBody Mass
 Index、腹囲、内臓脂肪面積等の肥満指標および中性脂肪と正に、HDLコレステロール値と負に相関した。またPericar
dial fatは経年的に増加し、特に心筋梗塞既往者で増加の程度が大であった。喫煙状況はベースラインのPericardial 
fat値と弱い関連を示すのみであったが、経年増加の程度は喫煙者で大であった。飲酒習慣との関連は認められなかっ
た。

研究成果の概要（英文）：We investigated the association between pericardial fat volume and metabolic or 
subclinical atherosclerosis factors in Japanese men in a general population. Pericardial fat volume was 
significantly associated with barometers of obesity, such as BMI, waist circumstance, visceral fat and so 
on. Pericardial fat volume was significantly associated with triglyceride and inversely associated with 
HDL. Pericardial fat volume has increased significantly during the follow-up period. The patients with a 
history of myocardial infarction had higher volume of pericardial fat. Smoking status at baseline was not 
associated with pericardial fat volume but Δ pericardial fat volume of current smokers were higher than 
that of no-smokers. Alcohol drinking was not associated with pericardial fat.

研究分野：医学

キーワード： 社会医学　循環器・高血圧　疫学　心異所性脂肪　コホート研究

  ２版



１．研究開始当初の背景 

（1） 腹部内臓以外の器官や部位に蓄積された

異所性脂肪の有害性が着目されており、中でも心

臓周囲脂肪(Pericardial fat)は直接隣接する冠

状動脈に波及し、炎症を惹起し、動脈硬化の進展

に関与する可能性が示唆されている。 

（2） 近年米国において Pericardial fat の蓄

積が心機能や冠動脈石灰化と関連すると報告さ

れた。我が国においては小規模の患者対象の横断

研究でPericardial fatに関しての報告が認めら

れるが、一般人口集団における報告はなく、また

国内においてPericardial fatを縦断的に追跡し

た結果は報告されていない。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は詳細な潜在性動脈硬化関連指

標・危険因子測定を実施している日本人一般住民

の前向きコホートに、新たに Pericardial fat

測定を加えることにより、以下を明らかにするこ

とである。 

(1) 一般日本人における Pericardial fat 分布

の実態解明 

(2) Pericardial fat と他の肥満指標（肥満度、

体脂肪率、腹囲、内臓脂肪面積、皮下脂肪面積等）

との関連性解明 

(3) Pericardial fat、およびその増大の関連要

因の解明 

検討項目：生活習慣、心理社会的要因、血液生化

学検査値（末梢血液中の脂質プロファイルや炎症

マーカー、BNP 等）等 

(4) Pericardial fat と潜在性動脈硬化指標(冠

動脈石灰化、頸動脈硬化、脈波伝播速度等)との

関連解明 

 

３．研究の方法 

(1) 本研究は 2001 年より滋賀県草津市の地域

住民から無作為に抽出された男女約 1300 人(40

～79 歳)について、潜在性動脈硬化関連指標を詳

細に調査し、同時に詳細な問診・血液検査等を実

施している。加えて 2010 年より上記対象者にお

いては追跡調査が開始されている(追跡調査応答

率 80％以上、予定観察期間 7年間)。 

(2) 本研究ではすでに実施されている心臓マル

チスライス CT 画像を解析することにより、

Pericardial fat の 定 量 的 評 価 、 お よ び

Pericardial fat の変化について検討した。

Pericardial fat 測定は、米国の MESA 研究 (米

国のmulti-ethnic populationにおいて実施され

ている潜在性動脈硬化に関する大規模疫学調査)

等における Pericardial fat 測定を統括するな

ど 、Pericardial fat の測定のエキスパートで

ある Harbor UCLA Medical Center の Budoff

教授に委託し、実施する。その結果を上記(1)の

データベースと統合することにより、

Pericardial fat と肥満指標、潜在性動脈硬化関

連指標との関連を検討した。 

 

４．研究成果 

(1)米国において男性 731 人の Pericardial fat

計測を実施した。ベースライン調査時の

Pericardial fat 値は Total thoracic adipose 

tissure(TAT)72.7±33.9cm3 、  Epicardial 

adipose tissue(EAT)52.6±22.9cm3、Pericardial 

adipose tissure(PAT)20.2±14.9cm3であった。 

Pericardial fat と関連する因子について検討し

たところ(表 1)、収縮期血圧（家庭血圧も含む）

は有意な正の相関を認め、拡張期血圧(家庭血圧

含む)は TAT、PAT で同様の相関を認めた。TAT、

EAT は年齢、脈拍と EAT は脈圧と正の相関関係を

有意に認めた。すべての肥満指標において、いず

れのPericardial fatも強い正の相関関係を認め、

特に、腹囲、BMIは相関係数が0.6以上であった。

血清脂質との関連については、中性脂肪(TG)、

nonHDL とは正の、HDL とは負の相関を有意に認め

た。また血糖値(GLU)、HbA1c、血清クレアチニン
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(2）次に、ベースライン調査、フォローアップ調

査のいずれもPericardial fatの計測が可能であ

った 658 人について縦断的な解析を行った。 

平均追跡期間は 4.7±1.2 年、EAT は 51.9±22.9

㎝ 3から 56.3±24.6 ㎝ 3、TAT は 71.9±33.7 ㎝ 3

から 79.7±36.7 ㎝ 3、PAT は 20.0±14.7 ㎝ 3から

23.4±16.9 ㎝ 3へといずれも有意に増加した。 

ΔEAT は収縮期血圧と正相関、ΔTAT・ΔPAT は年

齢と逆相関、脈拍と正相関を認め、各々、ベース

ラインの EAT（あるいは TAT、PAT）で調整しても

これらの関係は継続した。ΔPAT はベースライン

のPATで調整したときのみBMI、腹囲、体脂肪率、

内臓脂肪面積といった肥満指標との有意な相関

を認めた。 

喫煙状況との関連を検討したところ、たばこを吸

わない者、禁煙者、現在喫煙者の順に

ΔPericardial fat は高値を示した。この関連は

ベースラインのPericardial fatと年齢で調整し

た共分散分析においても同様であった。 

アルコールについては飲酒量と Pericardial fat

の推移に有意な相関はなく、対象者を飲まない、

禁酒者、飲酒習慣あり、に分類しても

Pericardial fat の推移との関連は認めなかった。 
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